
令和 3 年度学生生活実態調査の要望への対応について 

 

（オンライン環境について） 

主な意見：オンライン授業中に接続が切れる、棟によって Wi-Fi の強さが違う 

対応：今年度、学内各所の Wi-Fi 増設工事を行いました。 

 

（バリアフリー対応について） 

主な意見：エレベーターが少ない 

対応：エレベーターの設置については、校舎改修等のタイミングで検討する予定です。 

 

主な意見：学内に段差が多い、車椅子でいけない場所がある 

対応：段差の解消については、まず現状確認を行い、必要に応じて改善していく予定です。 

 学生の皆さんが危険だと思われる段差があれば、早急に確認しますので、学生支援課へお知ら

せください。 

 

主な意見：点字ブロックがボロボロになっている 

対応：点字ブロックについては早速現状確認を行いました。一部劣化はしていますが、改修するレ

ベルではないため、もう少し様子を見ることになりました。 

 

（体育施設、照明、トイレ等施設環境整備について） 

主な意見：体育施設が整っていない 

対応：体育施設については、限られた予算の中で優先順位をつけながら少しずつ補修工事をして

いるところであり、当面大規模な改修は難しい状況です。ケガにつながるような危険な状況を発見

されたら、すぐに学生支援課へお知らせください。 

 

主な意見：学内が暗く、後期の 5 限目後などは明かりがないと歩けない 

対応：照明の不備については、対応できるところから対応したいと思います。安全・防犯上特に危

険だと思われる場所があれば、学生支援課へお知らせください。 

 

主な意見：トイレが汚い、便座が冷たい、多目的トイレが少ない 

対応：トイレについては校舎改修等のタイミングで検討する予定ですが、必要に応じてトイレ改修の

みを実施することもあります。その他施設全般についてのご意見もすべて施設課と共有しており、

随時対応予定です。 

 

（ジェンダー対応について） 

主な意見：男性女性であることの決めつけがある 



対応：性の多様性に対する取組みについては、「ダイバーシティ・インクルージョン宣言」に則り、順

次進めていく予定です。呼称については、できる限り「さん付け」に統一するよう取り組んでいきま

す。学内の多目的トイレについては、令和 3 年度末に「ALL GENDER」という表記に統一いたしま

した。 

 

（人権・ハラスメント問題について） 

主な意見：学内の一部にハラスメントと思われる実態がある 

対応：人権・ハラスメント防止委員会とも情報共有を行い、教職員への注意喚起、研修等を行い、

学生の皆さんが苦しむことのない環境を整えていきます。ハラスメントを受けた、見聞きしたなどが

ありましたら、ハラスメント相談員（学生生活 P10 参照）または学年担当教員、指導教員等に速やか

にお知らせください。 

 

（授業内容について） 

主な意見：レジュメを読み上げるような授業がある、授業の資料を自分で用意しなければならない 

対応：教授会において全教員に共有し、学長から注意喚起を行いました。 

 

以上 


